
平
成
三
十
一
年
一
月
二
十
八
日
提
出

質

問

第

一

〇

号

外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
す
る
妊
娠
禁
止
規
定
は
民
法
違
反
と
し
た
判
決
が
あ
る
こ
と
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

提

出

者

阿

部

知

子

10



外
国
人
技
能
実
習
生
に
対
す
る
妊
娠
禁
止
規
定
は
民
法
違
反
と
し
た
判
決
が
あ
る
こ
と
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書

政
府
は
外
国
人
技
能
実
習
制
度
で
明
ら
か
に
な
っ
た
人
権
侵
害
問
題
を
放
置
し
た
ま
ま
、
新
た
な
在
留
資
格
を
設
け
て
、
外

国
人
労
働
者
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
労
働
者
は
人
で
あ
り
、
労
働
は
人
の
生
活
の
一
部
で
し
か
な
い
。
労
働
者
を
受

け
入
れ
る
こ
と
は
生
活
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
こ
と
を
忘
れ
、
人
権
意
識
が
欠
け
た
実
習
実

施
者
や
監
理
団
体
に
よ
る
許
し
が
た
い
事
件
も
数
々
起
き
て
き
た
。

中
に
は
不
法
行
為
と
し
て
裁
判
の
判
決
で
認
め
ら
れ
た
事
件
も
あ
る
。
二
〇
一
三
年
七
月
十
七
日
、
富
山
地
方
裁
判
所
は
、

妊
娠
禁
止
規
定
は
民
法
第
九
十
条
違
反
で
あ
る
と
認
定
し
、
そ
の
判
決
（
以
後
、
十
三
年
判
決
）
が
確
定
し
た
。
こ
の
事
件

は
、
外
国
人
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ
た
側
が
、
妊
娠
が
判
明
し
た
技
能
実
習
生
に
帰
国
を
迫
り
、
そ
の
日
の
う
ち
に
本
人
の

意
思
に
反
し
て
飛
行
機
に
搭
乗
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
翌
日
に
流
産
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
を
、
不
法
行
為
と
認
定
し
、
損

害
賠
償
責
任
を
一
部
認
め
た
も
の
だ
。

以
下
、
十
三
年
判
決
に
照
ら
し
て
、
技
能
実
習
制
度
お
よ
び
今
後
の
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問

す
る
。
人
権
に
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
十
三
年
判
決
を
入
手
、
確
認
の
上
、
答
弁
は
複
数
の
質
問
に
対
し
て
ま
と
め
て
で
は

一



な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
別
々
か
つ
簡
潔
に
さ
れ
た
い
。

一

十
三
年
判
決
に
は
妊
娠
禁
止
条
項
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
断
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
実
習
生
の
送
出
国
に
あ
る
送
出
機

関
と
被
害
実
習
生
の
母
が
結
ん
だ
派
遣
契
約
書
に
あ
る
妊
娠
禁
止
条
項
は
、
女
性
の
技
能
実
習
生
が
技
能
実
習
中
に
妊
娠

し
、
実
習
が
中
止
さ
れ
た
場
合
は
、
無
条
件
に
帰
国
し
、
送
出
機
関
と
受
入
団
体
が
受
け
た
損
害
を
技
能
実
習
生
が
賠
償
す

べ
き
義
務
を
負
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
十
三
年
判
決
は
「
こ
の
よ
う
な
取
り
扱
い
は
、
技
能
実
習
生
に
対
す
る
人
権
侵
害

に
つ
な
が
る
」
と
し
、
さ
ら
に
は
、
法
務
省
入
国
管
理
局
作
成
の
「
技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理
に
関
す
る
指
針
」
の

趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
。

�

法
務
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
、
十
三
年
判
決
が
出
た
当
時
、
妊
娠
禁
止
条
項
は
「
技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理

に
関
す
る
指
針
」
の
趣
旨
に
反
す
る
旨
を
、
「
技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理
に
関
す
る
指
針
」
に
加
え
る
検
討
を

行
っ
た
か
。

�

法
務
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
、
十
三
年
判
決
が
出
た
当
時
、
妊
娠
禁
止
条
項
は
「
技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理

に
関
す
る
指
針
」
の
趣
旨
に
反
す
る
旨
を
、
海
外
の
送
出
機
関
、
国
内
の
技
能
実
習
実
施
者
や
監
理
団
体
に
通
知
し
、
周

知
徹
底
す
る
措
置
を
取
っ
た
か
。

二



二

十
三
年
判
決
で
裁
判
所
は
「
妊
娠
禁
止
規
定
に
よ
り
技
能
実
習
を
打
ち
切
り
、
即
時
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
、
労
働
関
係

法
令
の
適
用
に
よ
り
技
能
実
習
生
の
法
的
保
護
を
図
る
と
い
う
技
能
実
習
制
度
の
趣
旨
に
反
し
、
公
序
良
俗
（
民
法
第
九
十

条
）
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
が
い
っ
た
ん
そ
の
よ
う
な
合
意
を
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
合
意
に
拘
束
力
は
な

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
認
定
し
た
。

�

法
務
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
、
十
三
年
判
決
が
出
た
当
時
、
妊
娠
禁
止
条
項
は
公
序
良
俗
（
民
法
第
九
十
条
）
に
反

す
る
旨
を
、
省
内
で
共
有
し
た
か
。

�

法
務
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
は
、
十
三
年
判
決
が
出
た
当
時
、
海
外
の
送
出
機
関
、
国
内
の
技
能
実
習
実
施
者
や
監
理

団
体
に
、
妊
娠
禁
止
条
項
は
公
序
良
俗
（
民
法
第
九
十
条
）
に
反
す
る
旨
を
周
知
徹
底
し
た
か
。

三

妊
娠
禁
止
条
項
に
よ
り
技
能
実
習
を
打
ち
切
り
、
即
時
帰
国
を
求
め
る
こ
と
は
民
法
第
九
十
条
違
反
で
あ
る
と
の
判
決
が

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
契
約
を
結
ば
せ
ら
れ
て
い
る
事
例
は
未
だ
に
あ
る
。
現
在
、
来
日
中
の
あ
る

ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
の
技
能
実
習
生
派
遣
事
業
に
関
す
る
契
約
書
に
は
、
技
能
実
習
が
中
止
さ
れ
強
制
送
還
さ
れ
る
場

合
が
例
示
さ
れ
、
犯
罪
な
ど
と
並
ん
で
、
「
慢
性
病
や
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
に
か
か
り
、
妊
娠
等
の
場
合
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

�

こ
の
事
例
に
つ
い
て
は
、
困
窮
し
た
技
能
実
習
生
を
支
援
す
る
団
体
が
、
政
府
に
も
通
知
し
て
い
る
と
聞
く
が
、
政
府

三



は
そ
の
事
例
を
支
援
団
体
か
ら
聞
く
前
に
認
識
し
て
い
た
か
。

�

こ
の
事
例
を
認
識
し
た
後
、
現
在
ま
で
に
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な
措
置
を
取
っ
た
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な
措
置

を
取
る
の
か
。

四

妊
娠
禁
止
条
項
を
記
載
し
た
契
約
書
が
他
に
も
結
ば
れ
て
い
な
い
か
、
送
出
機
関
、
技
能
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
に
対

し
て
、
一
斉
に
調
査
を
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

五

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
九
条
は
「
婚
姻
、
妊
娠
、
出
産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
等
」
を
定
め
て
お

り
、
「
事
業
主
は
、
女
性
労
働
者
が
婚
姻
し
、
妊
娠
し
、
又
は
出
産
し
た
こ
と
を
退
職
理
由
と
し
て
予
定
す
る
定
め
を
し
て

は
な
ら
な
い
」
、
「
事
業
主
は
、
女
性
労
働
者
が
婚
姻
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
「
事
業
主

は
、
そ
の
雇
用
す
る
女
性
労
働
者
が
妊
娠
し
た
こ
と
、
出
産
し
た
こ
と
、
労
働
基
準
法
第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

休
業
を
請
求
し
、
又
は
同
項
若
し
く
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
休
業
を
し
た
こ
と
そ
の
他
の
妊
娠
又
は
出
産
に
関
す
る

事
由
で
あ
つ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
理
由
と
し
て
、
当
該
女
性
労
働
者
に
対
し
て
解
雇
そ
の
他
不
利
益
な
取
扱

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
、
「
妊
娠
中
の
女
性
労
働
者
及
び
出
産
後
一
年
を
経
過
し
な
い
女
性
労
働
者
に
対
し
て
な
さ
れ
た

解
雇
は
、
無
効
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。

四



日
本
政
府
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
第
九
条
が
技
能
実
習
生
に
も
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
取
っ
て
い
る
が
、
そ
の

学
習
機
会
を
、
海
外
の
送
出
機
関
お
よ
び
国
内
の
技
能
実
習
実
施
者
や
監
理
団
体
を
対
象
に
設
け
、
遵
守
を
求
め
た
こ
と
が

あ
る
か
。

六

二
〇
一
八
年
十
二
月
五
日
に
開
か
れ
た
参
議
院
法
務
委
員
会
で
、
移
住
者
と
連
帯
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
理
事
の
高
谷

幸
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
准
教
授
は
、
「
実
習
生
は
恋
愛
も
妊
娠
も
禁
止
さ
れ
、
妊
娠
が
分
か
っ
た
時
点
で
中

絶
か
帰
国
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
措
置
は
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
の
が
政
府
の

見
解
の
よ
う
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
」
と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
人
権
問
題
が
起
き
る
こ
と
に
つ
い

て
、
「
教
育
や
出
産
、
子
育
て
を
コ
ス
ト
と
し
て
見
る
発
想
に
根
差
し
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
の
発
想
は
、
外
国
人
の
問
題

に
限
ら
ず
、
出
産
や
子
育
て
、
教
育
に
十
分
な
公
的
支
援
が
な
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
日
本
社
会
全
体
の
問
題
と
地
続
き
で

あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
こ
の
指
摘
を
受
け
、
政
府
は
新
た
に
特
定
技
能
制
度
を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
日
本
社
会
全
体
に
ど

の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
べ
き
だ
と
考
え
る
か
。

七

わ
が
国
に
は
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
や
労
働
基
準
法
な
ど
を
含
め
た
母
性
保
護
規
定
や
母
性
保
護
の
た
め
の
女
性
労
働

基
準
規
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
技
能
実
習
制
度
に
関
わ
る
送
出
機
関
、
技
能
実
習
実
施
者
、
監
理
団
体
に
対
し
て
、
母

五



性
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
伝
え
て
き
た
の
か
。

八

二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
五
日
に
政
府
が
発
表
し
た
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
に
は
、

母
性
保
護
に
関
す
る
記
述
が
ま
っ
た
く
な
い
が
、
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
検
討
会
」
に
関

わ
る
関
係
府
省
、
と
り
わ
け
法
務
省
お
よ
び
厚
生
労
働
省
の
職
員
が
、
検
討
会
の
設
置
を
契
機
に
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

や
労
働
基
準
法
な
ど
を
含
め
た
母
性
保
護
規
定
や
母
性
保
護
の
た
め
の
女
性
労
働
基
準
規
則
を
学
習
す
る
機
会
は
あ
っ
た
の

か
。

九

二
〇
一
八
年
十
一
月
、
厚
生
労
働
省
人
材
開
発
統
括
官
付
技
能
実
習
業
務
指
導
室
に
、
外
国
人
技
能
実
習
機
構
に
お
け
る

技
能
実
習
生
か
ら
の
母
国
語
相
談
の
内
容
の
内
訳
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
七
年
の
八
百
五
十
四
件
お
よ
び
二
〇
一
八
年

の
千
四
百
三
十
五
件
の
相
談
の
う
ち
、
「
そ
の
他
」
が
二
〇
一
七
年
は
三
百
五
十
七
件
、
二
〇
一
八
年
は
六
百
六
十
件
と
最

も
多
く
、
妊
娠
・
出
産
に
係
る
相
談
は
「
そ
の
他
」
に
入
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
相
談
内
容
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
技
能
実
習
業

務
指
導
室
を
通
し
た
真
摯
な
調
べ
と
文
書
回
答
に
よ
り
、
二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
九
月
ま
で
に
次
の
ア
か
ら
エ
の
よ

う
な
相
談
が
五
件
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
各
件
で
、
相
談
さ
れ
た
側
は
ど
の
よ
う
な
助
言
や
対
応
を
行
っ
た
の
か
、
一

六



般
論
を
回
答
し
た
の
か
、
親
身
な
対
応
を
取
れ
た
の
か
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
な
い
範
囲
で
確
認
し
て
答
弁
さ
れ
た

い
。

ア

友
人
の
実
習
生
が
妊
娠
し
た
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
（
二
件
）
。

イ

実
習
期
間
中
に
友
人
の
実
習
生
が
妊
娠
し
た
が
、
異
常
妊
娠
の
た
め
入
院
が
必
要
と
な
っ
た
。
入
院
費
用
の
保
険
は
使

え
る
の
か
。

ウ

実
習
先
か
ら
失
踪
し
た
実
習
生
か
ら
の
相
談
。
妊
娠
の
た
め
、
帰
国
し
た
い
が
、
旅
券
と
在
留
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
た

め
、
再
発
行
し
た
い
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

エ

妊
娠
し
た
が
、
子
供
を
堕
し
た
く
て
、
薬
を
飲
ん
だ
。
病
院
へ
受
診
し
た
い
が
、
受
診
で
き
る
か
。

十

法
務
省
は
「
外
国
人
材
の
受
入
れ
・
共
生
の
た
め
の
総
合
的
対
応
策
」
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
技
能
実
習
生
か
ら
は
、

こ
の
よ
う
な
相
談
が
あ
っ
た
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
。

十
一

日
本
で
妊
娠
、
出
産
し
た
技
能
実
習
生
や
、
技
能
実
習
生
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
送
還
さ
れ
た
事
例
を
認
識
し
て
い

る
か
。
分
か
る
範
囲
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
二

日
本
で
も
い
わ
ゆ
る
「
で
き
ち
ゃ
っ
た
婚
（
授
か
り
婚
）
」
は
全
国
平
均
で
二
十
五
％
を
超
え
て
い
る
。
技
能
実
習
生

七



の
妊
娠
・
出
産
も
想
定
内
の
も
の
と
し
、
日
本
人
女
性
の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
）
が
保
護
、
尊
重
さ
れ
る
の
と
同
様
に
、
技
能
実
習
生
に
対
し
て
も
保
護
、
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が

い
か
が
か
。

十
三

法
務
省
は
二
〇
一
八
年
十
二
月
二
十
七
日
に
、
技
能
実
習
制
度
が
創
設
さ
れ
て
以
来
初
め
て
、
虚
偽
の
入
国
後
講
習
実

施
記
録
を
提
出
し
た
こ
と
な
ど
を
理
由
に
監
理
団
体
の
許
可
の
取
消
し
処
分
を
行
っ
た
。
母
性
保
護
規
定
や
女
性
労
働
基
準

規
則
に
違
反
し
た
場
合
も
、
許
可
取
消
し
の
対
象
と
な
り
う
る
か
。

十
四

政
府
は
、
十
三
年
判
決
が
示
す
教
訓
が
生
か
さ
れ
る
よ
う
、
新
た
な
特
定
技
能
制
度
が
実
施
さ
れ
る
四
月
ま
で
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


